
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月７日（火）の２校時、「不審者対応訓練」を実施しました。 

２２年前の２００１年６月８日、「大阪教育大学附属池田小学校児童 

殺傷事件」が発生しました。校舎内に出刃包丁を持った男が自動車専用 

門から校内に侵入し、校舎１階にある１年生と２年生の教室で児童を殺 

傷した事件です。児童１３名、教諭２名が重軽傷を負い、児童８名が死 

亡しました。襲撃した男の背景やその後の裁判など、多くの注目を集め 

た事件です。この事件が大きなきっかけとなり、教育現場の防犯や安全 

対策を強化することになりました。文部科学省も事件翌年の２００２年 

１２月に「学校への不審者侵入時の危機管理マニュアル」を作成しました。 

これを受け、北九州市の学校でも、校門を閉める、各教室にインターホンを 

設置する、さすまたを設置するなどの措置が取られ、不審者に対応する訓練や 

犯罪から身を守る訓練が学校で行われるようになりました。 

それから何年かして、校長先生は、不審者対策や不審者対応訓練についての 

お話を伺うために、池田小学校に行きました。侵入した門、児童たちを殺傷した教室、校庭

にある８名の名前が刻まれた塔…校長室に飾られた８名の笑顔の児童の写真に涙が止まりま

せんでした。校舎のいろいろな所に工夫をしたり、年に何度も不審者対応の避難訓練をした

りと、先生方の「このようなことは二度と起こさない」という強い思いを感じました。 

もし不審者が校内に入ってきたら…避難訓練をしていないと、ほとんどの人は冷静で落ち

着いた行動をとれなくなります。そうならないように、避難訓練を行っています。 
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令和５年１２月１日（金）発行 
校長 栗 原 友 恵   

北九州市小倉北区昭和町１６番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/nakashima-e/ 
TEL:（０９３）９２１－１６９０ 

＜学校教育目標＞ 
体・徳・知 調和のとれた心身ともに健康な子どもの育成 
＜目指す子ども像＞ 
○相手の立場に立って考える思いやりのある子ども 
○すすんで学び、自ら考え、表現する子ども 
○元気に学び、すすんで運動に取り組む子ども 
＜目指す学校像＞ 
○安全な学校 〇温かい学校  
○笑顔があふれる学校 
○「中島小大好き」と言える学校 
○成長（学習）し続ける学校 
○保護者・地域・関係機関と連携する学校 

  なかしま 

第５回『小倉城竹あかり』 

「小倉城竹あかり」が１０

月２７～２９日、１１月２～５

日に開催されました。今年

は北九州市制６０周年記念

の開催。光の灯籠に貼る絵

を今年も全校児童で描きま

した。すごい数の竹紙燈籠

は、圧倒的な迫力でした。 

中島校区ふれあい文化祭 

なかしま校区ふれあい文

化祭が、１１月１１日（作品

展示は１１月３０日まで）、

中島市民センターで開催さ

れました。本校児童の作品

も展示されました。 

 

人権週間作品展示 

１２月の人権週間に合わ

せ、「人権週間作品展」が開

催されます。本校児童の代表

作品も展示されます。 

１ 日時 

 １２月４日(月)～１２日(火) 

  各日 ８：３０～２１：３０ 

    （土日を含みます） 

２ 場所 

 ウェルとばた（交流プラザ） 

３ 展示内容 

 書写、ポスター※入選作品 

 

不審者対応の避難訓練を実施しました！ 

さすまた 

２０１１年３月１１日、東日本大震災が発生しました。この年の６月に、東日本大震災を教訓

とした「津波対策の推進に関する法律」が制定されました。この中で、１１月５日が「津波防災

の日」に制定されました。なぜ１１月５日なのでしょうか？ 

１８５４年（安政元年）１１月５日の安政南海地震（M８．４）で和歌山県を津波が襲いました。

この時、一人の男性が、暗闇の中で逃げ遅れていた村人に気付き、避難先の目印になるよう

に収穫した稲に火をつけて高台に誘導し、多くの命を救ったと言われており、「稲むらの火」

として語り継がれています。この逸話にちなみ、１１月５日は「津波防災の日」「世界津波の

日」と定められました。 

中島小学校では、令和２年度から４年度までの３年間、防災・減災教育推進校として取り組

んでおり、災害について様々なことを学習してきました。子どもたちが地震や火事、津波な

どの危険なことに出会ったときにどうすればいいのか、前もって知っておくことがとても重

要です。津波は、迅速かつ適切な避難により、人的被害を大きく軽減 

できる災害です。一人一人が津波について知り、命を守る行動を 

適切にとることが大事です。今後も学習を継続していきます。 

地図記号 消防署 昔使っていた火を消すための道具「刺股

（さすまた）」を図式化したもの。消火活動

の際に、延焼を防ぐために家屋を壊すのに

使用していました。（現在は防犯器具として

使用されています。）消防署、支所、出張所

など消防車があるところを表しています。 

           １１月３日（金）の午後、『なかしまこどもフェスタ』 

が開催されました。ゲームに加えて今年は飲食コーナー 

もあり、子どもたちは大喜び！大盛況でした。関わって 

くださった保護者の皆様、ありがとうございました。 

 
なかしま 

こどもフェスタ 
 


